
 

 

 

 

 

つくばデジタルバイオコンソーシアムとは 

会員企業と本拠点の研究機関との強い連携のもと

に、“つくば型一気通貫研究プラットフォーム”を

利用しながら、企業ニーズに合致した製品・サービ

ス開発に必要なデータ駆動型バイオ研究を実施し

て、新たなイノベーションの産業化を支援すること

を目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つくばデジタルバイオコンソーシアムの 

特長と提供サービス 

1. 産官学の情報交換の場・個別開発研究の相談の場 

2. 社会実装化を目的とした企業ニーズドライブ型の研究企

画・開発支援の場 

3. バイオリソース・専門ナレッジ・デジタル解析技術・

POC 検証フィールドなどとのマッチングの場 

 

つくばデジタルバイオコンソーシアム 

入会方法のご案内 

拠点プロジェクトリーダーあてに「入会届」により

入会の申請をし、つくばデジタルバイオ国際拠点運

営委員会（拠点運営委員会）の議を経て拠点プロジ

ェクトリーダーの承認をもって決定することとしま

す。 

コンソーシアムや入会お手続きに関するお問合せ

は、以下のよりお願いいたします 

つくばデジタルバイオ国際拠点事務局 

E-mail：digitalbioeco@md.tsukuba.ac.jp 

Tel：029-853-1131 内線 91416, 91421 
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国際活動（大学訪問） 

Oxford 大学 連携・交流 
2024年 2月 21日～24日まで、

西山博之拠点プロジェクトリー

ダー、櫻井鉄也副プロジェクト

リーダー、研究開発課題 5のリ

ーダー礒田博子教授、 

筑波大学 医学医療系 

宮本崇史 助教、 

2024年 3月 4日～8日には、 

筑波大学 医学医療系鈴木寿人

准教授が Oxford大学を訪問しました。 

 

英国の名門 Oxford大学を訪問し、双方の専門分野

における研究について熱心に議論が行われました。

この交流の場で、両者は今後の国際交流の促進と共

同研究の可能性について熱心に協議しました。 

 両機関の研究者が交流することで、それぞれの専

門知識や技術を共有し、新たな発見や革新的なプロ

ジェクトの創出につながることが期待されていま

す。 

今回の訪問を通じて、つくば拠点と Oxford大学は

密接なパートナーシップを築くことを確認しまし

た。両機関は、今後も定期的な交流を促進し、共同

研究プロジェクトを展開していく予定です。この連

携強化は、両機関の研究者にとって貴重な国際的な

経験を提供し、世界の健康と福祉に貢献する新たな

科学的知見を生み出すことでしょう。 

訪問レポート 

筑波大学 医学医療系 鈴木寿人准教授 

オックスフォード大学との共同研究を推進するため

にオックスフォード大学での難病ゲノム解析に関す

る視察を行いました。イギリスでは、難病に対する

全ゲノム解析が NHS（National Healthcare 

Service）を通じて、保険で実施することができま

す。日本では、全ゲノム解析はまだ“研究”として

行われるものですが、がんゲノム診療に続き、難病

でも保険診療＝“臨床”として実施されるようにな

ることが予想されます。そこでゲノム診断において

日本より先行しているイギリスにおいて、臨床と研

究の双方の立場から現状と課題について伺うことが

できました。 

  

臨床側として、Churchill Hospitalの Carolyn 

Campbell女史、オックスフォード大学の Center 

for Human Genetics に所属する Jenny Taylor 教授

から、実際に全ゲノム解析を医師が依頼すると、誰

がどのような責任をもって解析にあたっているか全

体図を示していただきました。日本と比較すると、

医学部卒ではない人材活用がなされており、生物学

部や情報学部などを卒業した学生が国の指定するカ

リキュラムで修練を積んだあと、バイオインフォマ

ティシャンとしての活躍が目立っていました。ま

た、研究側として、オックスフォード大学の Nicola 

Whiffin 准教授、Andrew O M Wilkie教授から、臨

床的な全ゲノム解析で未解決だった患者さんをどの

ように研究に結びつけていくか、筑波大学との将来

的な共同研究について議論を交わしました。 

   

奇しくも帰国後の 3月 25日に難病領域の遺伝子診

療を担う３学会（日本人類遺伝学会、日本遺伝カウ

ンセリング学会、日本遺伝子診療学会）から「指定

難病の遺伝学的検査に関するガイドライン」が発出

されましたが、このガイドラインを臨床的に実効す

るための道標となる視察になりました。 

 
 

 



国立台湾大学 連携・交流 
つくばデジタルバイオ国際拠点の研究者が、昨年か

ら交流を続けている国立台湾大学を訪問しました。

訪問中は、両機関の研究者がお互いの最新の成果や

研究計画について情報交換を行い、今後の共同研究

の可能性について活発な議論が行われました。 

 

この訪問を通じて、両機関は更なる国際交流の強化

と共同研究の促進を目指すことを確認しました。今

後も両機関の研究者が交流し、新たな研究プロジェ

クトを展開していくことで、デジタル（AI）と医学

のイノベーションを推進していきます。 

 

つくば拠点と国立台湾大学は、双方の強みを活かし

合い、国際的な連携をさらに深めていく決意です。

今後とも両機関のパートナーシップがますます強固

になることが期待されます。 

 

訪問レポート 

筑波大学 人工知能科学センター  

河又 裕士研究員 

 
国立台湾大学と本学の共同研究のためのミーティン

グが、2月 19日（月）から 22日（木）の 4日間に

わたり国立台湾大学で開催されました。このミーテ

ィングでは、人工知能技術を医療分野に活用する複

数のプロジェクトに焦点を当て、熱心な議論が交わ

されました。 

今回の訪問は、共創の場の「次世代を担う人材育成

支援」を受けて実現しました。Anna Bogdanova助

教、学生の中山友琉氏、URA の兪祥游氏、および

私、河又裕士研究員が参加し、2023 年 12 月の訪問

に続く 2度目の交流となりました。 

 

ミーティングでは、MRIを用いた頸部腫瘍の 

セグメンテーションや、糖尿病の発症予測、心電図

からの左室心筋重量予測に関する議論が行われまし

た。これらのテーマは、医療分野において人工知能

が大きな可能性を持つものであり、両大学の研究者

たちの知見が交わされました。 

 

このミーティングを通じて、両大学の共同研究が 

より活発化し、さらなる成果を生むことが期待され

ます。医療技術の進化において、人工知能が果たす

役割はますます大きくなると考えられ、本ミーティ

ングがその推進力となることが期待されます。 

 

 



TOPICS 
つくばデジタルバイオ国際拠点のコンソーシアム

シンポジウムが開催されました。 

2024年 3月 13日につくばデジタルバ

イオ国際拠点のコンソーシアムシン

ポジウムが開催されました。 

今回は、つくば国際会議場とウェビ

ナーのハイブリット形式で開催され

たことにより企業や団体など 100 名

近くの多様な方々がイベントにご参加いただくこと

ができました。 

 

シンポジウムでは、10名の登壇者が筑波大学をはじ

めとするつくば地区の研究機関による当拠点におけ

る取り組みや成果が詳細に紹介され、バイオテクノ

ロジーの分野での新たな展開や産官学連携の重要性

を示す貴重な機会となりました。 

その後の懇親会では、すでに参画されているアステ

ラス製薬株式会社様と株式会社タニタ様による 

プレゼンテーションが行われ、2社の取り組みがつ

くばデジタルバイオ国際拠点との連携によって 

生み出される価値と可能性を示すとともに、他の企

業に参画を呼びかける効果的な機会となりました。 

 

アステラス製薬株式会社のつくばリサーチセンタ 

ーにオープンイノベーション拠点として開設さ

れた「SakuLabTM-Tsukuba」内に、「つくばデジ

タルバイオ国際拠点オフィス」を設置すること

になりました。 

筑波大学は、バイオ分野における産官学連携拠点

となる「つくばバイオバレー」形成に向け、企業

ニーズに沿ったニーズドリブン型研究を推進しま

す。この一環として企業を筑波大施設内に誘致し

て大型共同研究を実施できる ITF.F（IMAGINE THE 

FUTURE. Forum） を整備するとともに、アステラス

製薬のオープンラボ施設内に「つくばデジタルバイ

オ国際拠点オフィス」を設置しました。  

SakuLabTM-Tsukuba HP 

https://www.astellas.com/jp/innovation/open- 

innovation/labs/tsukuba 

 
アステラス製薬株式会社 
SakuLabTM-Tsukuba パンフレットより 

      

【本拠点に関するお問い合わせ・記事の掲載

希望などのご連絡はこちら】 

筑波大学共創の場事務局 

digitalbioeco@md.tsukuba.ac.jp 

つくばデジタルバイオ国際拠点ウェブサイト

https://tsukubadigitalbio.jp/ 
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